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提言

• 人権と国連憲章の原則に沿ってAIの価値観を定義する。

• 行動科学を用いることにより、AIの可能性を最大限に
引き出しながら、関連リスクを抑える文化を醸成する。

• メカニズムデザイン分野の知見に基づく戦略を実施する
ことにより、AIの潜在的利益を最大限に引き出しながら、
関連リスクを抑える文化を育成する。

• AIを規制するための枠組みと制度的ガバナンス組織を
導入する。

• AIを管理するための政策と規則を確立する。

• AIに関する標準を確立する。

• AIに関する法規を策定する。 

• データ、アルゴリズム、コンピューティングシステム、
AIの活用を管理する。

はじめに

AI 技術の急速な進歩と導入は、大きな経済的、社会的、倫
理的影響をもたらしている 1。効率的なガバナンスは AI の恩
恵を最大限に引き出しながら、そのリスクを最小限に抑え
るために不可欠である 2, 3。本技術ブリーフでは、政策立案者
に向けて重要なガバナンスの問題について簡潔にまとめ、AI
技術を適切に監視するための戦略的方法論を提案し、AI ガバ
ナンスのための枠組みを提示する。

AIの価値観

AI のガバナンスは健全な価値観に基づかなければならない。
本セクションではそうした価値観の一部を取り上げる。

透明性：AI の透明性は信頼と説明責任と公平性を促進す
る 4。透明性のある AI システムは、ステークホルダーが意思
決定プロセスを理解し評価することを可能にし、バイアス
を特定して修正し、倫理と法律の遵守を確保できるように
する。透明性のある AI はその活用における安全性と信頼性
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を高めるが、国民の安全のために透明性のある AI の行動が
不可欠な医療と交通輸送の分野において、とりわけ重要で
ある。AI システムの透明性を高めると、開発者とユーザー
の協力が促され、技術の進歩につながる。こうした公開性は、
ユーザーエンゲージメントと規制の遵守を改善し、AI に関
し正しい情報に基づく生産的な議論を促す。

真実性：信頼されるためには、AI は真実を伝えなければなら
ない 5, 6。AI が正確でバイアスのないデータを生成すると、メディ
ア、教育、科学において信頼できる意思決定ツールとなる。信
頼できる AI は誤情報を防止し、世論において批判的思考を促
す。AI が正確なアウトプットと結びつくと、倫理規範が満たされ、
損害や操作される危険性を減らせる。このように真実性を追求
することで、AI 技術は広範に受容され、有益な形で日常生活
に統合されるために必要な AI システムの正当性や社会的信頼
が強化される。

安全性とセキュリティ：システムはさまざまな形で人間と相互
に作用し、重大な影響を及ぼすため、その安全性がきわめて
重要になる7。安全なAI は人々と社会を守り、信頼と受容を築く。
安全性を優先することで、AI を活用している医療や交通輸送、
金融などの産業において、事故やエラーを減らし、命と財産を
守ることができる。安全な AI 技術は倫理と法律の遵守も促し、
社会の安定性を高め、テクノロジーの悪用を防ぐ。AI の開発
と展開における安全性は、社会がこの技術から確実に恩恵を
受けられるようにする。

倫理：社会に恩恵をもたらし、損害を最小限に抑える AI 技術
を設計、展開するには、倫理が必要である8。AIの倫理には正義、
透明性、説明責任、プライバシー、人権が含まれる。倫理的
価値を組み込むことで、差別を防止し、AI システムを適切に
利用できるだろう。倫理的な AI はユーザーとステークホルダー
の信頼、規制の遵守、持続可能なイノベーションを強化する。
AI の開発者と運用者は倫理的行動を重視することで、テクノロ
ジーが尊厳と自由を損なうことなく、人間の能力を高める公正
な社会の確立を後押しできる。

プライバシー：個人データを保護してテクノロジーに対する信
頼を維持するために、AI はプライバシーを尊重しなければなら
ない 9。AI システムは慎重な取り扱いが必要な個人情報を含め、
膨大な量のデータを処理することから、プライバシーの侵害と
搾取につながる可能性がある。厳格なプライバシー規則を用
いることで、AI は不正アクセスと搾取から個人データを保護し、
AI 技術への信頼を高める。

ガバナンスモデル

図 1 は本ブリーフで提唱する AI ガバナンスの実行階層である。
図が示すように、AI ガバナンスは前セクションで説明した AI の
価値を基礎としなければならない。これらの価値の上に人間
の行動、インセンティブとディスインセンティブのためのメカニ
ズム、制度的ガバナンス組織がくる 10。ガバナンスの役割を持つ
組織の例として、気候変動に関する政府間パネル（IPCC）や
国際原子力機関（IAEA）があげられる 11。その上にくるのは政
策と規則で、企業レベルのものや医療分野などの専門家団体
内のもの、政府レベルや国際レベルのものが考えられる。標
準は国家および国際レベルで策定され、策定に当たって分野
特有の専門性が求められる標準や、政策に関する専門性が必
要な標準もある。その上にくるのは法律である。たとえば、人
権に影響を与える AI ガバナンスは、規則ではなく法律によって
統治されなければならない 12。このAI ガバナンスの実行階層は、
図 2 に示す AI ガバナンスモデルにつながる。

図 1 — AIガバナンスの実行階層

AIガバナンスの分野

AI ガバナンスモデルは AI ガバナンスの実行階層に対応して
おり、構造としてはデータがアルゴリズムに、アルゴリズムがコ
ンピューティングに、コンピューティングが AI の活用に供給さ
れる。

データ：AI データは倫理的で、正確で、安全な利用のため
に管理されなければならない。頑健なガバナンスシステムは、
データの収集、保存、分析（合成データなど）13, 14、共有（越
境データ流通など）15 を監視しながら、機密データを保護して
悪用を防止することを可能にする。優れたデータガバナンス
があれば、AI システムは高品質でバイアスのないデータを
利用して、公平で生産的な判断を下せるようになる。優れた

AI の価値観

人間の行動

メカニズム

カバナンス組織

政策と規則

標準

法律



www.unu.edu3

 TECHNOLOGYBRIEF  |  No. 5, APRIL 2024

データガバナンスは、規制的基準が満たされるようにし、AI
技術への公共の信頼を維持することにも役立つ。データガバ
ナンスは公開性と説明責任を促すことで、ステークホルダーが
AI の判断を理解し、AI の判断について議論できるようにする。
十分に管理されたデータは、AI 活用の信頼性と説明責任と確
実性を高める。

AIアルゴリズムのガバナンス：AI アルゴリズムは倫理的行動
と偏りのない結果を確保するために管理されなければならな
い 16。AI による判断は医療、銀行業務、法執行などにますます
取り入れられるようになっており、個人と社会に大きな影響を
及ぼしうる 17, 18。効果的な制度的ガバナンス体制は、倫理的で
透明性のある責任ある行動を確保できるよう、AI アルゴリズム
の開発、展開、モニタリングを後押ししうる。アルゴリズムの
選定、設計、訓練、検証を管理する必要がある。こうしたガ
バナンスは、アルゴリズムのバイアスや差別を防ぎ、ユーザー
の信頼を高める。アルゴリズムのガバナンスはまた、AI 技術を
文化的理念や法的義務に結び付けることで、テクノロジーの公
平性と正義を促す。

コンピューティングのガバナンス：AI 技術が安全で倫理的で有
益なものになるように、コンピューティングを管理する必要が
ある 19。コンピューター技術が個人データ管理から重要インフラ
まで、生活のあらゆる分野に浸透している中、明確なガバナン
スの枠組みは悪用を防ぎ、リスクを緩和し、倫理と法律の遵守
を確保する。ガバナンスは、プライバシーを尊重し、セキュリティ
を改善し、被害を防ぐコンピューティング技術の設計と利用に
役立つ。明瞭なガバナンスメカニズムは、社会的信頼を構築
し、テクノロジーへのより平等なアクセスを促す。半導体チップ、
エッジコンピューティング、クラウドコンピューティング、アン
ビエントコンピューティング、量子コンピューティング、そして
コンピューティングの際に使用される電力や水量も管理する
必要がある。

AI活用のガバナンス：AI による膨大な影響と混乱を起こす危
険性に対処するために、AI は社会、経済、政治の分野全体
で管理されなければならない 20。AI 技術は労働市場、経済発
展、政治的意思決定、公共政策に影響を与える。それゆえ、
強固なガバナンスメカニズムが必要である。こうした管理によ
り、AI は社会の健全性、経済的公正性、民主的プロセスを損
なうことなく、それらを改善できる。効果的なガバナンスは悪
用を防ぎ、予期せぬ影響を減らし、利益の公平な分配を保証
する。ガバナンスはまた、AI の活用を倫理や規制要件に沿わ
せることで、公共の信頼を維持し、日常生活への AI の持続可
能な統合を促進する。

AI ガバナンスの分野を図 2 に示す。

図 2 — AI ガバナンスモデル

効果的な AIガバナンスのための提言

人権と国連憲章の原則に沿って AIの価値観を定義する：AI
の価値観を定義する際、AI 開発が人間の尊厳と平等と自由
を確実に支持するように、人権と国連憲章に沿わせる必要が
ある。AI に公平性と透明性と説明責任を組み込むことで、差
別とプライバシーリスクを最小限に抑えることができる。さら
に、国連憲章が重視する平和と正義と協力を取り入れること
で、AI に世界的な課題への対処を促し、倫理的な行動と、保
護的な標準づくりに対する国際的な合意形成が進む。

行動科学を用いることにより、AIの可能性を最大限に引き出
しながら、それに伴うリスクを抑える文化を醸成する：AI に関
して行動科学を用いることは、AI の恩恵を最大限に引き出し
ながら、リスクを低減する文化を形成するための知見を利用
することを意味する。組織は、ナッジ（理想的な行動をそっと
促す仕組み）と構造化されたインセンティブを導入することで、
倫理的な AI の利用を促し、有害な行動を妨げることができる。
このアプローチでは、プライバシー保護措置とバイアス緩和策
の導入を促すことで、AI 開発が安全で生産的な人間の相互作
用に合致するようにする。

メカニズムデザイン分野の知見に基づく戦略を実施することに
より、AIの潜在的利益を最大限に引き出しながら、それに伴
うリスクを抑える文化を育成する：AI においてメカニズムデザ
イン戦略を実施すれば、個々のインセンティブを社会の目標
に整合させることによって、恩恵を最大限に引き出し、リスク
を最小限に抑えることが可能になる。経済学とゲーム理論に
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おけるメカニズムデザインという分野は、ステークホルダーが
透明性と公平性と説明責任を支持するように促す、そんなシス
テムの創出に役立つ。たとえば、バイアスを防ぐために、アル
ゴリズムが正確なデータや倫理的行動を報奨することが考えら
れる。このアプローチでは、セーフガードのある枠組み内で AI
を稼働させることにより、AI システムの信頼性と有効性を高め
る。

AIを規制するための枠組みと制度的ガバナンス体制を導入
する：AI を効果的に規制するには、IPCC や IAEA に類する組
織を確立することが望ましい。こうした組織は世界的な AI 標
準を策定し、その遵守を監視し、国際協調を促進する。また、
倫理指針、技術基準、安全手順に取り組み、優れた慣行を共
有して透明性を促進するためのプラットフォームを提供する。そ
うした組織は、AI の開発と展開を安全で、倫理的で、世界的
に恩恵をもたらすものにするだろう。

AIを管理するための政策と規則を確立する：AI を管理する
ための政策と規則を確立することは、倫理的な AI の利用を確
保するための法的枠組みの策定を意味する。そうした法的枠
組みは透明性と説明責任と公平性に重点を置きつつプライバ
シーを保護して差別を防止しなければならない。重要な施策と
しては、AI に関する監査の義務化や厳格なデータ保護要件の
確立が考えられる。政府は AI が社会に恩恵をもたらし、倫理
基準を守るよう、AI に関する行動を監視し、規則を遵守させる
ための専門組織を創設してもよいだろう。

AIに関する標準を確立する：AI に関する標準の確立は、AI の
設計、開発、展開に関する統一的な指針を策定することを意
味し、その際は技術的な品質、倫理的に考慮すべき事項、互
換性に焦点を合わせる必要がある。こうした標準ではデータプ
ライバシー、アルゴリズムの透明性、セキュリティ、バイアス
防止を扱わなければならない。こうした指針は産業界、学界、
規制当局が共同で策定して、AI 技術の世界的な安全性、有効
性、倫理の遵守を確保するために、定期的に更新していかな
ければならない。

AIに関する法規を策定する：AI に関する法規の策定では、AI
の開発、使用、影響を管理し、倫理的な運用、プライバシー保護、
差別防止を確保するための法律を起草する。立法者は専門家
や国民と協力して、柔軟性があり、正しい情報に基づく規定を
策定すべきである。そうした法律によって、AI 技術の浸透に合
わせて個人の権利と社会の福祉を保護するために、法律の執
行と紛争の処理を扱う監視機関も設立されるとよいだろう。

データ、アルゴリズム、コンピューティングシステム、AI活用
を管理する：データ、アルゴリズム、コンピューティングシステ
ム、そして AI の活用には、責任ある倫理的な利用を確保する
ための強固な枠組みが必要である。このガバナンスには、デー
タ保護措置、バイアスを防ぐためのアルゴリズムの透明性、コ
ンピューティングシステムのための強固なセキュリティ基準、医
療や金融などの重要分野における AI 活用に関する明確な規定
が含まれなければならない。そうした包括的なアプローチは、
公共の信頼を築き、技術革新が社会に貢献しながらリスクを
最小限に抑えられるようにする。

結論

AI ガバナンスの枠組みは、技術の進歩に対応できる機動的で
柔軟なものでなければならない。政策立案者は技術者、産業
界、学界、市民社会と協力して、AI を公共の利益のために確
実に機能させるための包括的なガバナンス戦略を作成する必
要がある。継続的な対話と反復的な政策開発は、変化する AI
技術の環境と社会への影響に対応するために不可欠である。
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